
今年で8回目を迎える天神川流域観察会を11月8日(日)に開催しました。あいにくの秋雨の中でしたが、21名の参加が有り天

神川流域を下流から上流へ向け、天神川の自然を感じながら目的地の俵原高原に向かいました。

下流域では天神川漁業協同組合の山崎組合長より、今津堰で行われている鮭の捕獲（採卵の為）風景を見学させて頂き、天

神川における鮭放流などの経緯や歴史、鮭の生態、現在の状況について熱心にお話頂きました。

俵原高原（三朝町）では、三徳川の源

流

域を散策し、上流の豊かな自然を満喫し、

地元の方のご好意により、古民家で休憩

を

させて頂きました。

今回の流域観察会も流域会議会長の

森本氏の解説・案内も有り、自然とその

土地の文化、歴史に触れることが出来ま

した。

こんな大きな鮭が！

古民家は地域の方に大事に管理されていて快適に使用させて頂きました。途中雨が降りましたが木々の紅葉は丁度、見頃でした！


